
東京都における総量削減の現状と課題
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１ 総量削減指導による汚濁負荷量の推移

２ 東京湾（東京都水域）の現況

３ 海岸整備等による生物生息域の創出・多様な主体との連携

４ 下水処理の高度化、合流改善の取組み

５ 取組みを進めるに当たっての課題
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１ 総量削減指導による汚濁負荷量の推移
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東京都におけるＢＯＤ等の負荷量の推移
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（ 汚水処理人口普及率 99.9% ）
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（負荷量 t／日）

1976年    2022年
BOD  293.6   29.2
COD  207.7     42.1

1998年    2022年
T-N  97.9    51.5
T-P   7.9       4.7

BOD COD T-N T-P（右軸側）
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東京湾への汚濁負荷量の推移（ＣＯＤ）
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東京湾への汚濁負荷量の推移（T-P・T-N）
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東京都における事業場指導の状況

➢ 事業場指導の状況
総量規制基準が適用される事業場については総量規制基準の遵守、総量

規制基準が適用されない事業場についても、条例に基づく濃度基準の遵守を
求めている。

➢ 立入検査の状況
令和５年度は383件（水濁法政令市を除き、島しょ部を含む。指定地域内事

業場及び公共用水域に排水していない事業場を含む。）の立入検査を実施し、
規制基準の遵守等事業者の環境意識向上を図っている。

➢ 総量規制基準超過の状況
近年の総量規制基準超過事例は、年間１～５件（すべて一時的なもの）で推

移しており、多くは降水による処理の不安定化が原因であった。そのほか、設
備の故障によるものがあった。

➢ 一般家庭等における生活排水対策の普及・啓発
生活排水による水質汚濁の軽減を目的として、家庭等で行える取組等を

リーフレットやウェブサイトにより周知している。
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２ 東京湾（東京都水域）の現況
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東京湾の流域と東京都内湾水質測定地点
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出典：令和４年度東京湾水質調査報告書
（令和６年３月 東京湾岸自治体環境保全会議）
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東京都内湾の赤潮

赤潮の定義：茶褐色、黄褐色、濃緑色（抹茶色）など異常な着色があること

透明度がおおむね1.5ｍ以下であること

顕微鏡下で赤潮プランクトンが多量に存在しているのが確認できる。

クロロフィルaとフェオ色素の合計が50 mg/m3以上あること

東京都の沿岸域では、過去に比べて栄養塩濃度は低下しているにもかかわらず、
依然として夏期の赤潮発生状況に大きな変化は見られない。
年間の発生回数15～20回程度、発生日数70～90日程度（R5年度は23回、103日）

赤潮発生回数と発生日数の経年変化令和６年９月 レインボーブリッジ付近
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東京都内湾の赤潮発生域の長期変化

長期的には、閉鎖性の高い東京港内で部分的に発生する回数が増加傾向にあり、
内湾で広く発生する回数は減少している。
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東京湾はりん制限

東京湾は全窒素／全りんの値がレッド
フィールド比（植物プランクトンが取込む
量の比）７．２（重量比）より高い値と
なっており、りん制限寄りと考えられる。
近年は10～11程度で推移している。
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東京都内湾の水生生物生息状況（令和5年度）

鳥       類：3地点 カワウ、カモ類など 62種

成       魚：4地点 ハタタテヌメリなど 13種

稚       魚：3地点   ハゼ科を中心に 38種

底生生物：5地点 アサリなど          76種

付着生物：2地点  イワフジツボなど     60種
生産者

消費者

0

3

6

9

12

15

0

30

60

90

120

150

5

1
1 5

1
1 5

1
1 5

1
1 5

1
1 5

1
1 5

1
1 5

1
1 5

1
1 5

1
1 6

1
1 6

1
1 5

1
1 5

1
2

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5

下
層
D
O
(m
g
/L
)

個
体
数

St.35

成魚調査経年変化（H22-R5）

14



底生生物の季節別出現状況（種類数）

〇内湾部のSt.6（水深11m程度）では、貧酸素の影響により夏季にはほと
んど生物が確認できない
〇その他の地点では、干潟または水深が浅いため貧酸素の影響を受け
ず、春夏での種類数はあまり変わらない

0

5

10

15

20

25

30

35
S
t.
6

三
枚
洲

S
t.
3
1

森
ヶ
崎
の
鼻

多
摩
川
河
口
干
潟

内湾部浅海部河口部 干潟部

種
類
数

令和5年度春季

その他

甲殻類

多毛類

軟体類

0

5

10

15

20

25

30

35

S
t.
6

三
枚
洲

S
t.
3
1

森
ヶ
崎
の
鼻

多
摩
川
河
口
干
潟

内湾部 浅海部河口部 干潟部

種
類
数

令和5年度夏季

その他

甲殻類

多毛類

軟体類

15



生物調査及び底層ＤＯ（下層溶存酸素量）の季節変動

16

貧酸素水塊の影響 ～成魚調査結果から～

貧酸素水塊が形成される前の５月の調査では、
多数の生物が確認される。

一方、９月調査では下層の溶存酸素量は低く、
生物種類数は激減する。（写真では、ホンビノスガ
イ以外は死骸や骨となっている。）

貧酸素水塊の解消から一定程度経過した２月
の調査では、多数の生物が確認される。



東京湾底層におけるＤＯ分布の推移

（出典） 安藤晴夫ら 東京湾における水質の長期変動傾向の解析 -近年の底層DOの挙動について-
 第58回日本水環境学会年会 講演要旨

湾奥部に拡大していた赤色で示す貧酸素域は、2000年頃から2010年頃に
かけて湾の東岸海域で縮小する傾向が認められたが、その後、同海域では
再び拡大する傾向を示している。
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赤潮発生と貧酸素水塊の発生状況（2023年度）

クロロフィル濃度が高く赤潮が発生している６月から10月までの間、
底層には厚い貧酸素水塊が形成されている。

18
（出典） 東京湾水質調査報告書，令和６年３月，東京湾岸自治体環境保全会議



・東京湾においては、河川の感潮域においても夏期を中心に魚類へい死が発

生。魚類へい死は降雨後に見られることが多く、その状況から、原因は酸欠で

あることが示唆されている。

・夏期は海域から貧酸素水塊が感潮域に遡上することに加え、降雨による底泥

の巻き上げなどの要因が重なり、水生生物の生息域として適さない酸素濃度

となっていることが原因と考えられる。

河川の感潮域における魚類へい死

19

令和６年度の魚類へい死の発生状況
（いずれも河川の感潮域で発生）

R6.7.11 隅田川 ３日前に36ｍｍの降雨

R6.8.2 小名木川・旧中川 ３日前に42.5ｍｍの降雨

※プレス発表としたもののみ掲載



３ 海岸整備等による生物生息域の創出・多様な主体との連携
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東京内湾の水面利用について

➢ 漁業権

・昭和37年に東京内湾の漁業権廃止
・内水面漁業は存続

➢ 水揚量

・内湾海区水揚量217トン
・島しょ含む総水揚量2,308トン
（令和４年実績，出典：東京都の水産 令和５年版 ）

➢ 東京港の利用状況
・入港船舶21,594隻
・取扱貨物量82,048千トン
（令和５年実績，出典： 東京港港勢（概要）令和5年(2023年））

➢ 公園整備
・お台場海浜公園、葛西海浜公園など
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既存の海浜・浅場を活用し、多様な生物生息環境のネットワークを形成することを
目指している。
防潮堤や内部護岸などの整備の際には、水生生物に配慮した護岸構造とするなど
可能な限り生物の生息環境の保全に努めている。
平成30年度には、葛西海浜公園の干潟がラムサール条約湿地に登録された。

生物の生息環境の保全・再生

水生生物に配慮した護岸（豊洲運河）

磯浜（中央防波堤沖）

水生生物に配慮した護岸（芝浦運河）

海浜（葛西海浜公園）
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東京港の汚泥しゅんせつ事業

〇底質汚泥の除去
水質・底質の改善のため汚泥しゅんせつを実施

～施工状況～

凡 例

汚泥しゅんせつ
対象範囲
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情報発信、普及・啓発等を通じた広範な理解と協力の獲得

河川、東京都内湾、湖沼及び地下水の水質測定結果（令和５年度） 24

➢ 設定されている環境基準値・実測値・基準超過状況などを一覧で情報発信



情報発信、普及・啓発等を通じた広範な理解と協力の獲得

➢ 赤潮発生状況は速報と累積情報を発信

25

➢ 九都県市が連携した取り組み



多様な主体との連携

東京湾大感謝祭2024に出展 東京湾再生推進会議

東京湾再生官民連携フォーラム
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４ 下水処理の高度化、合流改善の取組み
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下水道の整備・高度処理化

有機物、りん、窒素を除去◎主に有機物、りんを除去〇主に有機物を除去△水質

送風機＋撹拌機・循環ポンプ△送風機〇送風機〇電力

空気（酸素）

送風機

有機物の除去

流入 流出

好気槽

有機物の除去

送風機

流入 流出

りんの除去

好気槽嫌気槽
送風機

流入 流出

好気槽嫌気槽 無酸素槽

有機物の除去りんの除去 窒素の除去

撹拌機 循環ポンプ

①標準活性汚泥法
（標準法）

②準高度処理の例
疑似AO法

③高度処理の例
A2O法

高度処理・準高度処理施設の導入（下水処理水の水質改善）

高度処理 ：窒素やりんの削減が可能であり、大幅な水質改善が期待できるが、
撹拌機や循環ポンプなどの大規模な改築が必要

準高度処理 ：既存施設の改造により、電力使用量を増やさずに一定の水質改善
 を早期に実施することが可能
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下水道の整備・高度処理化
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下水道の整備・高度処理化

高度処理能力※割合の推移（多摩地域）

※高度処理能力の割合は、高度処理と準高度処理を合わせた能力の割合 30



合流式下水道の改善対策の推進
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下水道法施行令の雨天時放流水質基準：
区部では令和５年度末までに合流式下水道からの雨天時放流水質を
処理区内平均ＢＯＤ40mg/L以下とすることが定められている

貯留量の想定値（中長期）：280万m3 31



５ 取組みを進めるに当たっての課題
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➢負荷量の削減に対する水質改善の応答性
東京湾への負荷量の削減は進んできたが、他の閉鎖性水域と経年的に比較す

ると、ＣＯＤ、全窒素、全りんは依然として高い濃度レベルにある。
東京湾の水質や赤潮の発生状況は未だ改善途上のフェーズにあり、負荷量削減

と水質改善の応答性を含めて継続的な把握が必要。

➢雨天時放流水対策と負荷量の関係
合流式下水道の改善が推進されることにより、雨天時の雨水吐口からの放流回

数が減少するなど、東京湾への負荷量は着実に削減されている。
しかしながら、現状の総量削減制度ではその効果が反映されず、見かけ上は負

荷量の増として算定されてしまうため、合流改善の効果を適切に評価できる手法が
必要。

➢底層DO環境基準と総量削減の関係について
新たに導入された底層DOの環境基準は、水生生物の生息の場の指標として直

接的な評価ができる一方、総量削減との関係が見えづらい指標でもある。
このため、底層DOの環境基準の達成に向けた取り組みとしては、水域の水質モ

ニタリングと汚濁負荷の削減等について長期的に把握していくことが必要。

取組を進めるに当たっての課題
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